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❋❋❋ 月寒地区サロン合同交流会 ❋❋❋ 

    

平成 22年から 8回の「サロン合同交流会」を実施してきました。この事業は月寒地 

区独自のもので平成最後となる今年度は 10月 22日(月)月寒公民館にて開催しました。 

現在活動しているサロン同士の交流と情報交換などを目的として開催していますが、同 

時に新規サロンの立ち上げにも力を入れています。 

今年度は 1つのサロンが立ち上がり、この交流会に参加されました。開会式後、豊平 

区交通安全運動推進委員会の皆さんによる交通安全講話「道路を渡る時の注意点」につ 

いて画像を交えて説明を受けました。その後、他のサロンの体験を目的としたスタンプ 

ラリーを午前、午後実施しました。パズル・麻雀・体力測定・ゲーム・昔遊びなど会場 

は縁日のような賑わいでした。押してもらったスタンプの中から“当たり”が出た方は、

大喜びされていました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                               

「カレーおいしいね♡」  「そだね～！」            「私の骨密度大丈夫？」  

 『サロン』とは、高齢者が会場へ歩いて行ける範

囲で参加する「茶話会」です。定期的に開催する

事で見守り、安否確認できると共に、引きこもりや

孤立防止にも繋がり、安心・安全な地域の居場所

として社会福祉協議会が進めている事業です。 
 



 

 
 

 

～その時 福祉推進員・町内ボランティアは～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
    ≪ 竹内次長の講話に熱心に耳を傾ける皆さん ≫          

１．自助：自分の身は自分で守る 

２．共助：自らの地域は自らの手で守る 

３．公助：公的機関の援助 

第 2回 研修会  平成 30年 11月 5日(月) 

「災害時における見守り・支え合い」 
 

11月 5日(月)午後 1時 30分から福祉推進員・町内ボランティア 114名の

方々が熱心に耳を傾けていました。 

9月 6日(木)午前 3時ころの胆振東部地震とそれによる【ブラックアウト】

を経験した直後でもあり真剣なまなざしが印象的でした。講師の豊平区社

会福祉協議会事務局次長竹内氏の具体的事例などを集めた多くの資料も好

評で、日常から災害に対する心構えや災害時の対応方法など熱いまなざし

で聞き入っていました。又、被災当日に早速ひとり暮らしの高齢者への声

掛け・安否確認など、助け合い活動を具体的に実践された事例も紹介され

ました。助け合い活動の大切さを痛感した機会でした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
  

  



   

 
 

 

施設名・所在地  洪水・災害 土砂災害 地震災害 大規模な火事 

        

豊園小学校     〇    〇    〇    〇 

   美園 1条 4丁目 1-1 

月寒小学校     〇    〇    〇    × 

月寒西 2条 5丁目 1-1  

南月寒小学校    〇    〇    〇    〇 

   月寒西 4条 8丁目 2-1 

あやめ野小学校    〇    ―    〇    〇 

   月寒東 1条 11丁目 7-32 

月寒中学校       〇    〇    〇    〇 

   月寒東 2条 2丁目 4-54 

月寒東小学校    〇    ―    〇    〇  

   月寒東 3条 10丁目 1-1  

あやめ野中学校    〇    ―    〇    〇 

   月寒東 3条 11丁目 15-1 

 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎月寒地区福祉のまち推進センターでは、

70歳以上のひとり暮らしの高齢者に《緊急

連絡カード》を作成し自宅に保管して頂いて

おります。(対象の方〖70歳以上のおひとり

暮らしの方〙でカードをいただいていない

方は、町内会の福祉推進員さんか町内ボラン

ティアさんに声をおかけください) 

 

災害の時に備え緊急避難場所の記入欄も

あります。上記の避難場所を参考にしてくだ

さい。 

(平成 31年 1月現在の各緊急避難場所) 

緊急連絡カード   年度 

◎ 電話機の近くなど見やすい所に置いて下さい。 
 

フリガナ 

氏   名 

住   所 

  

                                                        

                             

                             男 ・女            歳 

月寒                       電話              

緊急連絡先 

氏   名 続 柄 住    所 電 話 

    

    

    

町内会・民生委員などの連絡先 

氏  名 役 職 住    所 電 話 

    

    

かかりつけの医院・病院           住    所                  電 話 

   

   

 

緊急避難場所     ＜                            ＞ 

 

 ※ 救急・火事は１１９番《消防署》 

※ 事件のときは１１０番《警察署》 

月寒地区福祉のまち推進センター 

 

緊急連絡カード   年度 

◎ 電話機の近くなど見やすい所に置いて下さい。 
 

フリガナ 

氏   名 

住   所 

  

                                                        

                             

                             男 ・女            歳 

月寒                       電話              

緊急連絡先 

氏   名 続 柄 住    所 電 話 

    

    

    

町内会・民生委員などの連絡先 

氏  名 役 職 住    所 電 話 

    

    

かかりつけの医院・病院           住    所                  電 話 

   

   

 

緊急避難場所     ＜                            ＞ 

 

 ※ 救急・火事は１１９番《消防署》 

※ 事件のときは１１０番《警察署》 

月寒地区福祉のまち推進センター 

月寒地区指定緊急避難場所 

＊災害の程度にもよりますが、一番近くの小中学校へ 

避難するのが望ましいです。 



                               

 

子育て支援 

子育てママのクッキング 11 月 16 日(金) 月寒公民館 
お子様と離れての貴重な時間ママは料理講習会に参加します。ママと

離れ、不安な子ども達はベテランの託児ボランティアと一緒に遊び、調理

終了後ママ手作りの美味しいお料理を一緒に食べました  

 

あっちこっちあんぱんさろん 10 月 12 日(金) 南月寒小ミニ児 

 小学生との交流でお兄ちゃんお姉ちゃんと触れ合ったり、スタンプ遊び

やボードビルの「バナナの親子」を見たり盛り沢山。大好きな絵本「ぴょー

ん」でママと一緒に ♪ぴょ～ん♪ 

  
 

―福祉除雪事業のお礼― 

札幌市と札幌市社会福祉協議会はお年寄りや障害のある方を対象にした「福祉除

雪事業」を行っています。昨年度より、月寒地区福祉のまち推進センターがお手伝いを

しており、32町内会長さん宛に福まちから名簿を送付し、ご確認をいただきました。 

会長、協力員の皆様ご協力ありがとうございました。 
 

―＜高齢者名簿＞確認後提出のお願い― 

平成 30 年度のおひとり暮らし高齢者名簿を 6月にお渡ししています。既に多くの町

内(自治)会から確認後の名簿を提出していただいていますが、まだ確認していない町

内(自治)会は確認後 2 部のうち 1部を郵送してくださいますようお願いいたします。 
 

 ―＜高齢者見守り調査書＞提出のお願い― 

 調査書は既にお配りしていますが必要事項を記入後、取りまとめ 3月 19 日(火)まで

に返信用封筒でご提出くださいますようお願いいたします。 
 

＜月寒地区福祉のまち推進センター＞  ☎・FAX 857－2370 

 月寒中央通 7丁目２－６ 青木ビル別館 102号室 

(事務所開設日 毎週 火・木 10:00～15：00 祝祭日、お盆、年末年始休み有り) 

ホームページ  web.sapporo-u.ac.jp/~koyamahp/fuku/ 
 

協力：札幌大学 地域共創学群 地域創生専攻 
 

―子育てボランティア募集― 

 月寒公民館での＜あんぱんさろん＞や＜あっちこっちあんぱんさろん(移動サロ

ン)＞で子育て中の親子さんと一緒に遊んで頂ける方。また、年一度のイベントの際に

託児のお手伝いを頂ける方、「子育てボランティア」としてご登録ください。詳細は

「福まちセンター（857-2370）」までお願いします。 
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